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100 周年記念基金学術振興助成の申し合わせ 
 
 大会ならびに研究会における優秀論文発表の表彰および特別学術振興活動への助成に関しては，下記の

ように取り扱う。 
 
１． 大会ならびに研究会における優秀論文発表の表彰に関する発表賞の配分について 
 
１）賞Aの配分 

「100周年記念基金学術振興助成規程細目」の参考として添付した計算方法で賞Aの研究会等へ配

分を求めると，毎年過去1年間の実績により変動する。しかし，毎年その算出をするのは煩わしいの

で，原則として表彰件数は3 年間は固定し，3年毎に過去3年間の発表件数の実績に基づき見直すも

のとする。 
従って，当面は表1-1のように各部門研究会ならびに部門大会に賞Aを配分することとする。 

２）賞Bの配分 
「100周年記念基金学術振興助成規程細目」の参考として添付した計算方法で賞Ｂの研究会等（＊）

へ配分を求めると，毎年過去1年間の実績により変動する。しかし，毎年その算出をするのは煩わし

いので，原則として表彰件数は3年間は固定し，3年毎に過去3年間の発表件数の実績に基づき見直

すものとする。 
従って，当面は表1-2のように全国大会ならびに支部大会に賞Bを配分することとする。 

 
２．特別学術振興活動への助成 
「100 周年記念基金学術振興助成規程細目」第 2 条（4）に定める特別学術振興活動への助成金の

年約300万円については，各部門へ優先的に約250万円（50万円×5部門[準部門支援の考えでE準

部門も含める]）を充当するものとする。 
 
 
（改廃等） 
1. 平成12年4月7日，調査会議において一部改正。 
2. 平成13年6月28日，調査会議において一部改正。 
 
下の「注」は，平成12年10月11日，事業サービス課にて追記しました。 
注：（＊）を付記した1-2）の研究会等は，正しくは「全国大会，支部大会等」です。 
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○表１－１ 賞Ａの算出結果  
 発表論文数 

 平成13年 平成14年 平成15年 平均（H13－15） 

配分数 

H16‐18 

Ａ部門研究会 １,０６４ ９９０ １,０８４ １,０４６ １７

Ｂ部門研究会 ８１７ ７７１ ９１９ ８３６ １４

Ｃ部門研究会 ５１７ ４９３ ４６９ ４９３ ８

Ｄ部門研究会 ８１７ ８０９ ８１７ ８１４ １３

Ｅ準部門研究会 ９９ １４０ １２５ １２１ ２

東京支部連合研究会 ８６ ８７ ８２ ８５ ３

研究会合計（１） ３,４００ ３,２９０ ３,４９６ ３,３９５ ５７

Ａ部門大会 ２０９ ２２７ １９５ ２１０ ４

Ｂ部門大会 ４７０ ４８０ ３７３ ４４１ ７

Ｃ部門大会 ３６７ ２９１ ２７９ ３１２ ５

Ｄ部門大会 ４９７ ５２５ ５１０ ５１１ ８

部門大会合計（２） １,５４３ １,５２３ １,３５７ １,４７４ ２４

（１）＋（２） ４,９４３ ４,８１３ ４,８５３ ４,８６９ ８１

  

 

 

 

○表１－２ 賞Ｂの算出結果 

 発表論文数 

 平成13年 平成14年 平成15年 平均（H13－15） 

配分数 

H16‐18 

全国大会 １,７６４ １,６３０ １,５３８ １,６４４ ４０

北海道支部連合大会 ３５３ ３３４ ３００ ３２９ ７

東北支部連合大会 ３１０ ３４７ ３９７ ３５１ ７

東海支部連合大会 ８２２ ６８０ ７１５ ７３９ １６

北陸支部連合大会 ４８８ ４０１ ４００ ４３０ ９

関西支部連合大会 ４０２ ４７２ ４３２ ４３５ ９

中国支部連合大会 ４１４ ４５８ ４６５ ４４６ ９

四国支部連合大会 ３３１ ３５３ ３６４ ３４９ ７

九州支部連合大会 ８２９ ６７８ ６２１ ７０９ １５

支部大会合計 ３,９４９ ３,７２３ ３,６９４ ３,７８８ ７９

 


